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 ぼくのおとうさんとおかあさんがはたらいているびょういんのエレベーター

のなかに、小さないすがおいてあります。ぼくは、ずっとどうしてこんなとこ

ろにいすがおいてあるのか、ふしぎでした。なににつかうのかな。おとうさん

にきいてみると、おとしよりやからだのふじゆうなかんじゃさんが、エレベー

ターにのっているあいだに、ちょっとこしかけたり、にもつをおいたりするん

だよ、とおしえてくれました。ぼくはつかわないけど、ひつような人はいるん

だな、しんせつないすなんだな、とおもいました。 

 

 なつやすみちゅう、おでかけしたときに、どんなばしょにしんせつないすが

あるか、さがしてみることにしました。バスてい、びょういんのげたばこ、デ

パートやホテルのエレベーターのなか、えきのホーム、ほんやさん、おんせん

のようふくをぬぐところ。びっくりしたのが、おんせんの、からだをあらうと

ころにもありました。おじいさんが、やすんでいました。 

 

 ぼくは、いままでぜんぜんきがつかなかったけど、さがしてみると、たくさ

んありました。ぼくは、げんきだからすわらなくてもいいけど、おとしよりや

からだがわるい人にはとてもべんりなんだな、とおもいました。 

それなら、もっといろいろなところにいすをふやせばいいのでは、とおもい

ました。しんごうをまっているあいだにすわれるいすがあればいいのに、とお

もいました。でも、おかあさんが、 

 「いくらべんりでしんせつでも、みんなにきけんにならないばしょにおかなく

てはだめなんだよ。しんせつって、やさしいきもちやおもいやりもないといけな

いんだよ。」 

と、おしえてくれました。ぼくは、そうか、とおもいました。たしかにしんご

うのところにいすをおいたら、じてんしゃの人がぶつかってしまうかもしれな

いし、もしくるまがあぶないうんてんをしていたら、すわっている人はにげら

れないかもしれない。つかう人になってみないと、べんりでしんせつなものも、

そうじゃなくなってしまうんだな、とおもいました。 

 

 ぼくは、しらない人にすることはちょっとにがてだけど、みつけることはで

きるとおもいました。まず、みつけて、そこからまなんで、やさしいきもちで

できるようになればいいなとおもいました。 


